
 

 
　
　
　

都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案　

新
旧
対
照
条
文　

目
次

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

都
市
緑
地
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

1

・
・
・
・
・
・

 

○　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

3

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

8

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

9

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
第
一
号
関
係
）

10

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
第
二
号
関
係
）

11

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
第
一
号
関
係
）

12

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
九
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
第
二
号
関
係
）

13

・
・
・
・
・

 

○　

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
第
一
号
関
係
）

14

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
第
二
号
関
係
）

15

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
第
三
号
関
係
）

16

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

17

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

○　

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

18



- 1 -

 
○　

都
市
緑
地
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
許
可
等
を
要
し
な
い
特
別
緑
地
保
全
地
区
に
お
け
る
通
常
の
管
理
行
為
、

（
許
可
等
を
要
し
な
い
特
別
緑
地
保
全
地
区
に
お
け
る
通
常
の
管
理
行
為
、

 
 

軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
六
条　

法
第
十
四
条
第
九
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ

第
六
条　

法
第
十
四
条
第
九
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ

 
 

る
行
為
と
す
る
。

る
行
為
と
す
る
。

 
 

一
～
四　

（
略
）

一
～
四　

（
略
）

五　

面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は

五　

面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は

再
生
資
源
の
堆
積
（
高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。

再
生
資
源
の
堆
積
（
高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。

た
い

 
 

）

）

 
 

六　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
行
為

六　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
行
為

 
 

イ　

（
略
）

イ　

（
略
）

ロ　

建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
で
行
う
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず

ロ　

建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
で
行
う
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず

 
 

れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

 
 

⑴
～
⑷　

（
略
）

⑴
～
⑷　

（
略
）

⑸　

高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄

⑸　

高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄

 
 

物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積

物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積

た
い

ハ
・
ニ　

（
略
）

ハ
・
ニ　

（
略
）

 
 

（
特
別
緑
地
保
全
地
区
内
の
土
地
の
買
入
れ
等
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
額
）

（
特
別
緑
地
保
全
地
区
内
の
土
地
の
買
入
れ
等
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
額
）

第
七
条　

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す

第
七
条　

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す

る
補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
損
失
の
補
償
又
は
土
地
の
買
入
れ
若

る
補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
損
失
の
補
償
又
は
土
地
の
買
入
れ
に

し
く
は
負
担
に
要
す
る
費
用
の
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

要
す
る
費
用
の
額
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 
 

（
登
録
調
査
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
六
条　

法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る

（
新
設
）

。
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（
計
画
の
認
定
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
七
条　

法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
次
の

（
新
設
）

 

各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　

国
土
交
通
大
臣
が
調
査
（
法
第
九
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
全
部
を
自
ら
行
う
場
合　

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲

 

げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額

イ　

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者　

一
件
に
つ

 

き
百
二
十
万
円

ロ　

法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者　

一

 

件
に
つ
き
四
十
万
円

二　

国
土
交
通
大
臣
が
登
録
調
査
機
関
に
調
査
の
一
部
を
行
わ
せ
る
場
合　

別
に
政
令
で
定
め
る
額

 
 

（
登
録
調
査
機
関
が
行
う
調
査
に
係
る
手
数
料
の
額
の
認
可
）

第
十
八
条　

法
第
百
十
二
条
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
登
録
調
査
機

（
新
設
）

関
は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
手
数
料
の
額
及
び
調
査
の
業
務
の
実
施
に

要
す
る
費
用
の
額
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
数
料
の
額
の
変
更

 

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２　

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き

 

で
な
け
れ
ば
、
前
項
の
認
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一　

手
数
料
の
額
が
当
該
調
査
の
業
務
の
適
正
な
実
施
に
要
す
る
費
用
の
額

 

を
超
え
な
い
こ
と
。

二　

特
定
の
者
に
対
し
て
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

。
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○　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
法
第
七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
九
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る

（
法
第
七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
八
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る

 
 

行
為
）

行
為
）

第
二
条　

法
第
七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
九
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定

第
二
条　

法
第
七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
八
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定

 
 

め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

 
 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

二　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
再
生
資
源
（
資
源
の
有
効
な
利

る
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
再
生
資
源
（
資
源
の
有
効
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
四

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
四

項
に
規
定
す
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
堆
積

項
に
規
定
す
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
堆
積

た
い

 
 

（
特
別
保
存
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
の
申
請
の
手
続
）

（
特
別
保
存
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
の
申
請
の
手
続
）

第
四
条　

第
一
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請

第
四
条　

第
一
条
の
規
定
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 
 

（
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
）

（
法
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
）

第
五
条　

法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ

第
五
条　

法
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ

 
 

る
行
為
と
す
る
。

る
行
為
と
す
る
。

 
 

一
～
七　

（
略
）

一
～
七　

（
略
）

八　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積
で
、
面
積
が
十

八　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積
で
、
面
積
が
十

た
い

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で

 
 

あ
る
も
の

あ
る
も
の

 
 

九　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
行
為

九　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
行
為

 
 

イ　

（
略
）

イ　

（
略
）

ロ　

建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
で
行
う
行
為
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
行

ロ　

建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
で
行
う
行
為
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
行
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為
を
除
く
。

為
を
除
く
。

 
 

⑴
～
⑺　

（
略
）

⑴
～
⑺　

（
略
）

⑻　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積
で
、
高
さ

⑻　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積
で
、
高
さ

た
い

 
 

が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

ハ
・
ニ　

（
略
）

ハ
・
ニ　

（
略
）

ホ　

歴
史
的
風
土
保
存
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
当
該
歴
史
的
風
土
特

（
新
設
）

別
保
存
地
区
内
の
土
地
に
お
け
る
機
能
維
持
増
進
事
業
の
実
施
の
方
針

に
従
つ
て
行
う
行
為

ヘ　

（
略
）

ホ　

（
略
）

 
 

（
特
別
保
存
地
区
内
の
行
為
の
許
可
基
準
）

（
特
別
保
存
地
区
内
の
行
為
の
許
可
基
準
）

第
六
条　

法
第
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

第
六
条　

法
第
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

 
 

。

。

 
 

一　

建
築
物
の
新
築

一　

建
築
物
の
新
築

 
 

イ
～
ニ　

（
略
）

イ
～
ニ　

（
略
）

ホ　

そ
の
他
の
建
築
物
（
以
下
ホ
に
お
い
て
「
普
通
建
築
物
」
と
い
う
。

ホ　

そ
の
他
の
建
築
物
（
以
下
ホ
に
お
い
て
「
普
通
建
築
物
」
と
い
う
。

 
 

）

）

 
 

⑴
～
⑷　

（
略
）

⑴
～
⑷　

（
略
）

⑸　

第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
又
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地

⑸　

第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
又
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地

区
に
あ
つ
て
は
、
当
該
新
築
後
の
普
通
建
築
物
（
当
該
普
通
建
築
物

区
に
あ
つ
て
は
、
当
該
新
築
後
の
普
通
建
築
物
（
当
該
普
通
建
築
物

の
床
面
積
の
合
計
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
以
下
の
も
の
を

の
床
面
積
の
合
計
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
以
下
の
も
の
を

除
く
。
）
の
屋
根
が
、
瓦
、
わ
ら
、
檜
皮
、
銅
板
、
木
板
そ
の
他
こ

除
く
。
）
の
屋
根
が
、

瓦

、
わ
ら
、
檜
皮
、
銅
板
、
木
板
そ
の
他

ひ

わ

だ

か
わ
ら

ひ

わ

だ

れ
ら
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
材
料
で
ふ
か
れ
て
お
り
、
か
つ
、

こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
材
料
で
ふ
か
れ
て
お
り
、
か
つ

そ
の
外
壁
が
、
し
つ
く
い
、
木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観

、
そ
の
外
壁
が
、
し
つ
く
い
、
木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外

 
 

を
有
す
る
材
料
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

観
を
有
す
る
材
料
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
 

⑹　

（
略
）

⑹　

（
略
）

 
 

二　

建
築
物
の
改
築

二　

建
築
物
の
改
築

 
 

イ　

（
略
）

イ　

（
略
）

ロ　

第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
又
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区

ロ　

第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
又
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区

に
あ
つ
て
は
、
当
該
改
築
後
の
建
築
物
が
前
号
ホ
に
規
定
す
る
普
通
建

に
あ
つ
て
は
、
当
該
改
築
後
の
建
築
物
が
前
号
ホ
に
規
定
す
る
普
通
建
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築
物
（
当
該
普
通
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め

築
物
（
当
該
普
通
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
基
準
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
屋
根
が
、

る
基
準
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
屋
根
が
、

瓦
、
わ
ら
、
檜
皮
、
銅
板
、
木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観
を

瓦

、
わ
ら
、
檜
皮
、
銅
板
、
木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観

ひ

わ

だ

か
わ
ら

ひ

わ

だ

有
す
る
材
料
で
ふ
か
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
外
壁
が
、
し
つ
く
い
、

を
有
す
る
材
料
で
ふ
か
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
外
壁
が
、
し
つ
く
い

木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
材
料
で
仕
上
げ
ら
れ

、
木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
材
料
で
仕
上
げ
ら

 
 

て
い
る
こ
と
。

れ
て
い
る
こ
と
。

 
 

ハ　

（
略
）

ハ　

（
略
）

 
 

三　

建
築
物
の
増
築

三　

建
築
物
の
増
築

 
 

イ
～
ニ　

（
略
）

イ
～
ニ　

（
略
）

ホ　

そ
の
他
の
建
築
物
（
以
下
ホ
に
お
い
て
「
普
通
建
築
物
」
と
い
う
。

ホ　

そ
の
他
の
建
築
物
（
以
下
ホ
に
お
い
て
「
普
通
建
築
物
」
と
い
う
。

 
 

）

）

 
 

⑴
～
⑶　

（
略
）

⑴
～
⑶　

（
略
）

⑷　

第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
又
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地

⑷　

第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
又
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地

区
に
あ
つ
て
は
、
当
該
増
築
後
の
普
通
建
築
物
（
当
該
普
通
建
築
物

区
に
あ
つ
て
は
、
当
該
増
築
後
の
普
通
建
築
物
（
当
該
普
通
建
築
物

の
床
面
積
の
合
計
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
以
下
の
も
の
を

の
床
面
積
の
合
計
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
以
下
の
も
の
を

除
く
。
）
の
屋
根
が
、
瓦
、
わ
ら
、
檜
皮
、
銅
板
、
木
板
そ
の
他
こ

除
く
。
）
の
屋
根
が
、

瓦

、
わ
ら
、
檜
皮
、
銅
板
、
木
板
そ
の
他

ひ

わ

だ

か
わ
ら

ひ

わ

だ

れ
ら
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
材
料
で
ふ
か
れ
て
お
り
、
か
つ
、

こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
材
料
で
ふ
か
れ
て
お
り
、
か
つ

そ
の
外
壁
が
、
し
つ
く
い
、
木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外
観

、
そ
の
外
壁
が
、
し
つ
く
い
、
木
板
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
外

 
 

を
有
す
る
材
料
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

観
を
有
す
る
材
料
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
 

⑸　

（
略
）

⑸　

（
略
）

四　

工
作
物
（
建
築
物
以
外
の
工
作
物
を
い
い
、
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存

四　

工
作
物
（
建
築
物
以
外
の
工
作
物
を
い
い
、
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存

地
区
及
び
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
九
号
ヘ

地
区
及
び
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
九
号
ホ

⑷
に
規
定
す
る
工
作
物
を
除
く
。
以
下
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

⑷
に
規
定
す
る
工
作
物
を
除
く
。
以
下
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

 
 

の
新
築

の
新
築

 
 

イ
～
ハ　

（
略
）

イ
～
ハ　

（
略
）

 
 

五
・
六　

（
略
）

五
・
六　

（
略
）

 
 

六
の
二　

前
条
第
九
号
ヘ
⑷
に
規
定
す
る
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築

六
の
二　

前
条
第
九
号
ホ
⑷
に
規
定
す
る
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築

 
 

イ
～
ハ　

（
略
）

イ
～
ハ　

（
略
）

七　

宅
地
の
造
成
、
土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更
に
つ
い
て

七　

宅
地
の
造
成
、
土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、

は
、
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
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当
該
変
更
後
の
地
貌
が
、
当
該
変
更
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地

当
該
変
更
後
の
地
貌
が
、
当
該
変
更
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地

ぼ
う

 
 

の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調
和
と
な
ら
な
い
こ
と
。

の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調
和
と
な
ら
な
い
こ
と
。

 
 

イ
～
ホ　

（
略
）

イ
～
ホ　

（
略
）

 
 

八
～
十
一　

（
略
）

八
～
十
一　

（
略
）

十
二　

水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓
に
つ
い
て
は
、
当
該
水
面
の
埋
立
て
又
は

十
二　

水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓
に
つ
い
て
は
、
当
該
水
面
の
埋
立
て
又
は

干
拓
後
の
地
貌
が
埋
立
て
又
は
干
拓
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地

干
拓
後
の
地
貌
が
埋
立
て
又
は
干
拓
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地

ぼ
う

 
 

の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調
和
と
な
ら
な
い
こ
と
。

の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調
和
と
な
ら
な
い
こ
と
。

十
三　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積
に
つ
い
て
は

十
三　

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
又
は
再
生
資
源
の
堆
積
に
つ
い
て
は

た
い

、
当
該
堆
積
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史

、
当
該
堆
積
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史

た
い

 
 

的
風
土
の
保
存
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
。

的
風
土
の
保
存
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
。

十
四　

（
略
）

十
四　

（
略
）

 
 

（
収
用
委
員
会
の
裁
決
の
申
請
の
手
続
）

（
収
用
委
員
会
の
裁
決
の
申
請
の
手
続
）

第
八
条　

法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

第
八
条　

法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
二
百
十
九
号
）
第
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と
す

律
第
二
百
十
九
号
）
第
九
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
同
条
第
三
項
各
号
（
第

る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
同
条
第
三
項
各
号
（
第

三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請
書
を
収
用
委
員
会

三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請
書
を
収
用
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
の
買
入
れ
価
額
の
算
定
）

（
削
る
）

第
九
条　

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
買
入
れ
を
す
る
場
合
に
お
け
る

土
地
の
価
額
は
、
近
傍
類
地
の
取
引
価
額
等
を
考
慮
し
て
算
定
し
た
相
当
な

 

価
額
と
す
る
。

２　

前
項
の
価
額
を
算
定
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
不
動
産
鑑
定
士
そ
の
他
の
土

地
の
鑑
定
評
価
に
つ
い
て
特
別
の
知
識
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
公
正
な
判
断

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
評
価
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

（
国
庫
負
担
額
）

（
国
庫
負
担
額
）

第
九
条　

国
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
金
額
は
、
法
第

第
十
条　

国
が
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
金
額
は
、
法
第

十
条
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
又
は
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

九
条
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
又
は
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
土
地
の
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土
地
の
買
入
れ
若
し
く
は
法
第
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
に
要
す

買
入
れ
に
要
す
る
費
用
の
額
に
十
分
の
七
（
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区

る
費
用
の
額
に
十
分
の
七
（
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に
あ
つ
て
は
、

に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

二
分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 
 

（
国
庫
補
助
金
の
額
）

（
国
庫
補
助
金
の
額
）

第
十
条　

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

第
十
一
条　

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す

補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
額
に
二

る
補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
額
に

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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○　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
都
市
再
生
整
備
事
業
支
援
業
務
に
係
る
設
備
の
範
囲
）

（
都
市
再
生
整
備
事
業
支
援
業
務
に
係
る
設
備
の
範
囲
）

第
二
十
九
条　

法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
設
備
は
、
次

第
二
十
九
条　

法
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
設
備
は
、
第

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

九
条
に
規
定
す
る
設
備
と
す
る
。

一　

第
九
条
に
規
定
す
る
設
備

（
新
設
）

二　

緑
地
又
は
緑
化
施
設
の
管
理
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
計
測
機

（
新
設
）

器
、
通
信
機
器
、
電
子
計
算
機
、
か
ん
水
設
備
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
設
備

三　

太
陽
光
そ
の
他
の
化
石
燃
料
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
電
気
又
は
熱

（
新
設
）

を
得
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
設
備

四　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
に
資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で

（
新
設
）

定
め
る
設
備
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○　

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
国
が
設
置
す
る
都
市
公
園
の
配
置
、
規
模
、
位
置
及
び
区
域
の
選
定
並
び

（
国
が
設
置
す
る
都
市
公
園
の
配
置
、
規
模
、
位
置
及
び
区
域
の
選
定
並
び

 
 

に
整
備
の
基
準
）

に
整
備
の
基
準
）

第
三
条　

法
第
三
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
都
市
公
園
の
配
置
、
規
模
、
位

第
三
条　

法
第
三
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
都
市
公
園
の
配
置
、
規
模
、
位

置
及
び
区
域
の
選
定
並
び
に
整
備
に
関
す
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
表
の
と

置
及
び
区
域
の
選
定
並
び
に
整
備
に
関
す
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
表
の
と

 
 

お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

（
表
略
）

（
表
略
）
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○　

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
第
一
号
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

第
二
条
の
五　

法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
六
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の

第
二
条
の
五　

法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
六
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の

 
 

処
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

処
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一
・
二　

（
略
）

一
・
二　

（
略
）

三　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

三　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

 
 

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
許
可

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

四
～
四
十　

（
略
）

四
～
四
十　

（
略
）

 
 

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

第
三
条　

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定

第
三
条　

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定

め
る
も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

め
る
も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規

定
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都

定
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都

市
計
画
法
施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項

市
計
画
法
施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お

の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お

け
る
建
築
物
又
は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同

け
る
建
築
物
又
は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同

法
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項

法
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項

の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建

の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建

 
 

物
に
係
る
も
の
と
す
る
。

物
に
係
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一
・
二　

（
略
）

一
・
二　

（
略
）

三　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
九
条
第

三　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第

 
 

一
項

一
項

 
 

四
～
六
十
三　

（
略
）

四
～
六
十
三　

（
略
）

２
・
３　

（
略
）

２
・
３　

（
略
）
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○　

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
第
二
号
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
広
告
の
規
制
等
に
係
る
許
可
等
の
処
分
）

（
広
告
の
規
制
等
に
係
る
許
可
等
の
処
分
）

第
七
条　

法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
五
十

第
七
条　

法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
五
十

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等

 
 

の
処
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

の
処
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一
・
二　

（
略
）

一
・
二　

（
略
）

三　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

三　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

 
 

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
許
可

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
許
可

四
～
四
十　

（
略
）

四
～
四
十　

（
略
）
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○　

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
第
一
号
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
国
庫
補
助
金
の
額
）

（
国
庫
補
助
金
の
額
）

第
四
条　

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
都
県
及
び
市
町
村
に
対
す

第
四
条　

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
都
県
及
び
市
町
村
に
対
す

る
補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
損
失
の
補
償
又
は
土
地
の
買
入
れ
若

る
補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
損
失
の
補
償
又
は
土
地
の
買
入
れ
に

し
く
は
負
担
に
要
す
る
費
用
の
額
に
十
分
の
五
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

要
す
る
費
用
の
額
に
十
分
の
五
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

る
。
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○　

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
九
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
第
二
号
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
国
庫
補
助
金
の
額
）

（
国
庫
補
助
金
の
額
）

第
七
条　

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
府
県
及
び
市
町
村
に
対
す

第
七
条　

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
府
県
及
び
市
町
村
に
対
す

る
補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
損
失
の
補
償
又
は
土
地
の
買
入
れ
若

る
補
助
金
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
損
失
の
補
償
又
は
土
地
の
買
入
れ
に

し
く
は
負
担
に
要
す
る
費
用
の
額
に
十
分
の
五
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

要
す
る
費
用
の
額
に
十
分
の
五
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

る
。
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○　

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
第
一
号
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
八
条　

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機

第
二
十
八
条　

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機

 
 

関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

 
 

一
～
六　

（
略
）

一
～
六　

（
略
）

七　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

七　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

 
 

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
七
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
八
項

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
七
条
第
三
項
及
び
第
八
条
第
八
項

 
 

八
～
三
十
三　

（
略
）

八
～
三
十
三　

（
略
）

２　

（
略
）

２　

（
略
）
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○　

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
第
二
号
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

第
二
十
五
条　

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
等
を
国
と
み

第
二
十
五
条　

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
等
を
国
と
み

 
 

な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

 
 

一
～
二
十
一　

（
略
）

一
～
二
十
一　

（
略
）

二
十
二　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭

二
十
二　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭

 
 

和
四
十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
七
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
八
項

和
四
十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
七
条
第
三
項
及
び
第
八
条
第
八
項

 
 

二
十
三
～
六
十
一　

（
略
）

二
十
三
～
六
十
一　

（
略
）

２
・
３　

（
略
）

２
・
３　

（
略
）
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○　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
第
三
号
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
三
十
四
条　

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み

第
三
十
四
条　

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み

 
 

な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

 
 

一
～
七　

（
略
）

一
～
七　

（
略
）

八　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

八　

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四

 
 

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
七
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
八
項

十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
七
条
第
三
項
及
び
第
八
条
第
八
項

 
 

九
～
三
十
五　

（
略
）

九
～
三
十
五　

（
略
）

２　

（
略
）

２　

（
略
）
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○　

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
景
観
計
画
が
適
合
す
べ
き
公
共
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
方
針
又

（
景
観
計
画
が
適
合
す
べ
き
公
共
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
方
針
又

 
 

は
計
画
）

は
計
画
）

第
六
条　

法
第
八
条
第
九
項
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に

第
六
条　

法
第
八
条
第
九
項
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に

 
 

関
す
る
方
針
又
は
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

関
す
る
方
針
又
は
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一
～
十
二　

（
略
）

一
～
十
二　

（
略
）

十
三　

下
水
道
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
の
事

十
三　

下
水
道
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
事
業

 
 

業
計
画

計
画

十
四　

（
略
）

十
四　

（
略
）

十
五　

都
市
緑
地
法
第
三
条
の
三
第
一
項
の
広
域
計
画
又
は
同
法
第
四
条
第

十
五　

都
市
緑
地
法
第
四
条
第
一
項
の
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関

一
項
の
基
本
計
画

す
る
基
本
計
画

十
六
・
十
七　

（
略
）

十
六
・
十
七　

（
略
）
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○　

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　
　

正　
　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
都
市
環
境
課
の
所
掌
事
務
）

（
都
市
環
境
課
の
所
掌
事
務
）

 
 

第
八
十
三
条　

都
市
環
境
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
八
十
三
条　

都
市
環
境
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
・
二　

（
略
）

一
・
二　

（
略
）

三　

都
市
に
お
け
る
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
事
務
の
う
ち

（
新
設
）

 

、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

イ　

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
に
規
定
す
る
基

本
方
針
及
び
広
域
計
画
並
び
に
緑
地
確
保
指
針
及
び
優
良
緑
地
確
保
計

 画
ロ　

都
市
緑
化
支
援
機
構
の
行
う
都
市
緑
地
法
第
七
十
条
第
五
号
に
掲
げ

る
業
務

 
 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
所
掌
事
務
）

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
所
掌
事
務
）

 
 

第
八
十
六
条　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
八
十
六
条　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

 
 

一
～
十
一　

（
略
）

一
～
十
一　

（
略
）

十
二　

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
六
項
、
第
七
項

十
二　

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
六
項
、
第
七
項

及
び
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
（
同
条
第
七

及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
（
同
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
に
あ
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再

項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
に
あ
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
の
行
う
前
号
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

生
機
構
の
行
う
前
号
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

 
 

（
市
街
地
整
備
課
の
所
掌
事
務
）

（
市
街
地
整
備
課
の
所
掌
事
務
）

 
 

第
八
十
八
条　

市
街
地
整
備
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
八
十
八
条　

市
街
地
整
備
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

 
 

一
～
十
三　

（
略
）

一
～
十
三　

（
略
）

十
四　

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
（
不
動
産
・
建
設
経
済
局

十
四　

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
（
不
動
産
・
建
設
経
済
局

及
び
住
宅
局
並
び
に
他
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

及
び
住
宅
局
並
び
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
及
び
公
園
緑
地
・
景
観
課
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。
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（
公
園
緑
地
・
景
観
課
の
所
掌
事
務
）

（
公
園
緑
地
・
景
観
課
の
所
掌
事
務
）

 
 

第
九
十
条　

公
園
緑
地
・
景
観
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
九
十
条　

公
園
緑
地
・
景
観
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二　

都
市
に
お
け
る
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
第
八

二　

都
市
に
お
け
る
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
参
事

十
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
参
事
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

く
。
）
。

三
～
九　

（
略
）

三
～
九　

（
略
）


